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「国と自己のアイデンティティーを求めて」 
―’04,12.14, 第 35回未来構想フォーラムを前にして― 

 
未来構想にご関心をお寄せの皆様、未来構想の発起人代表、大脇です。 
先月、24歳の香田青年が予想されたうち最悪の結果、ついに首切り惨殺死体として発見

されました。世界中で毎日、何万人もの死亡のある中で、なぜかこの香田さんの死の意味

が小生の心の片隅を離れませんでした。 
先日 11月 9日、第 33回の未来構想戦略フォーラム「教育改革を如何に進めるかⅡ」を

開催しましたが、開会に先立ち、最近熱心に参加してくれている東大法学部 4年のT君に、
この夏、エジプト、ヨルダン、シリア、イスラエル等、中東を回った感想を語ってもらい

ました。同じく海外遊学に出かけた T君のクラスメート Oさん（女性）は旅の途中、足を
骨折し自宅療養中で彼女の報告を聞けなかったのは残念でした。小生がこの Oさんに感動
したのは、五月女 NGO大使が「日本の国際協力と NGOの役割」と題する去る 6月の未
来構想の例会において、「ザンビアのボランティア活動で勤務していた折、五月女大使が赴

任していらっしゃった。」と懐かしそうに発言した時でありました。東大法学部と言えば、

がり勉、六法全書丸暗記に没頭しているのかと思い気や、東大生の別の清々しい側面を発

見し、東大生に対するイメージを変えました。 
T 君は中東各国、イラク戦争にも触れ、「自衛隊がオランダの軍隊に守って貰いながら、

人道援助をしているのはどう見ても不自然だ！」と発言しました。フロアーからの「あな

たと同年輩の香田さんがイラク入りしてあなたとは生死の明暗を分けたのがどう思う

か？」との質問に対し、T 君は「香田さんは危ない所に行くことによってしか、自分のア
イデンティティーを求められなかった、生きているという確かな実感は日本では得られな

かったのではないか」と自分の中東訪問の動機を含め語ってくれたのには、意外な答えで

あったので深く心に残りました。コメントに立った早稲田大学、理工学研究科の T君も全
く同じ意見でした。 
最近未来構想に若者が参加するようになったのは、未来構想共同発起人の新谷文夫氏の

提案でした。氏は４０代半ばの中年世代で、２０代の若者と６０代以上の高齢者との橋渡

しという社会的使命感をお持ちです。先だっての発題者、前野徹氏、中西真彦氏、今回の

鈴木博雄氏はいずれも７０歳をはるかに超えたご年齢で、止むに止まれぬ憂国の心情を遺

言のように吐露されています。 
この熱いメッセージを若い世代に伝達し得るか？ここに日本の最大の危機に対する鍵と、

この未来構想フォーラムの使命があると言えるでしょう。 
 
―今、若者に何が起こっているのか― 

TV のニュースで香田さんのご母堂が、「生きて証を立てるようにと”証生“とつけた」と
語っていらっしゃったのが耳に残りました。ご母堂は熱心なクリスチャンで、証生さんは

高校時代に十字架のネックレスを求め、焼いて右腕に当てて痕を残すほどであったそうで

す。証生さんは、思いもかけなった死に遭遇してしまったのですが、イエスは３３歳の若

さで十字架の悲惨な死を遂げました。「一粒の麦も地に落ちて死なずんば、それはただ一粒
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のままである。」（ヨハネ 12：14）、ご母堂は肉体的に生きて証を立てることを願っていら
っしゃいましたが、証生さんの死を通じて多くの青年が覚醒し、彼等の心の中に証生さん

が復活したとすれば、証生さんは、生きて証するよりもより劇的な意味ある証をしたこと

になるでしょう！ 
香田さんの行動に対する先述の 2人の学生の発言を通じて考えさせられたことは、若者

は今、自らのアイデンティティーを探し、苦渋しているという事です。生死を超えて生き

ている確かな証拠、死んでも死に切れない、これだけはやりたいという生きる意味、使命

感を模索している！ 
この悲痛な青年の叫びに答え得る教育者は居ないのでしょうか？ 政治家は居ないので

しょうか？ 
小泉首相もまた、教育問題・安全保障問題等 戦後日本が残した国の基本問題を避けて安

易な郵政改革を落ちどころと決めてしまいました。参議院選前の格調高い新聞社の社説も、

最近では小泉改革の路線に歩調を合わせるのみで、一貫性の無い腰の軽い論調で核心を突

いていません。 
先回のフォーラムにて、日本の最大課題は「政治的リーダーシップの喪失、リーダーの

居ないことである」との主張をご紹介しましたが、その後、小生は、西原春夫先生と感動

的な出会いをしました。先生とは以心伝心、現状の日本と将来に対し、全く同意見でした。 
「日本の若者を奮い立たせるような夢を与えるのは我々の責任」とおっしゃる西原先生

に、真の教育者を見ました。次回第 35 回未来構想フォーラムには、この西原先生にご発
題頂く事になっています。 
―テロリズムに対して― 
香田さんの死では、小生が以前からまとめたいと思っていた「テロとは何か？」につい

て考えさせられました。 
その際、佐渡竜己氏の著書「テロリズムとは何か」（文春新書）を興味深く読みました。

皆様にも是非一読をお薦めしたい一冊です。佐渡氏の主張で注目すべきは次の 2点です。 
１）「テロは犯罪ではなく、テロは戦争である。それは人の心を戦場とする心の戦争であ

る。恐怖で人の心を掴み、不安で消耗させ、脅かし人の心に諦念を植えつける。」 
日本政府はテロを犯罪とし、事件処理の責任は、当事国政府にあるとしています。また

国民もテロリズムは政治・軍事の問題であって日本の民間人には全く関係ないものと考え

ています。これは事件当時国や、テロリストの視点を欠いた日本人の勝手な見方で、テロ

リストの攻撃を誘発する危険な考えであり、彼らの餌食になるだけです。テロは正規戦や

ゲリラ戦と異なり、自己の力が弱いため、交戦とういう物質的手段ではなく、恐怖という

精神的強行を手段として政策決定者、民衆、第三国、国際世論に自分達の意思を強要する

ことを目的とします。 
テロリストが攻撃しようとするのは銃や戦車ではなく、人の心です。人々に恐怖を与え

ることにより、事態の鍵を握る人物に影響を与えようとするのです。 
２）「国際協力の見直し、世界平和の国家戦略の必要性」 
経済援助の目的は、その国の政府に対する援助なのか、その国の国民に対する援助なの

か、それとも間接的に日本企業のための援助なのでしょうか？ 
当事国政府や一部の人々のための利益拡大のためであれば、「敵を援助する日本は敵であ
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る」とテロリストの宣伝に利用されます。 
単に日本人の安全確保のみを図るという立場から一歩進めて、世界平和の実現に貢献す

るという立場から、ゲリラ・テロの根源をなくすことに努力するべきです。このことは戦

闘に参加することを意味するものではありません。 
 
―日本の安全保障問題― 
先日、日本でも有名な韓国の映画俳優が兵役回避の偽装工作が露見し、ニュースとなり

ました。当の俳優は、映画俳優を続けたいばっかりに兵役回避の苦渋の選択をしたことを

国民に詫びていました。お隣の韓国を始め世界の大半の国では、公私の厳しい試練を超え

ることを余儀なくされています。 
これに対し国軍を解体され、国民に防衛の義務が強制されない戦後日本では、生涯一度

も国の為に命をかけることを強制されるような試練はありません。この事が幸か不幸か、

意見の分かれる所ではありますが、日本の青年達の死に至る病の病原の 1つであることは
間違いないでしょう。 
国の基本である安全保障をどうするのか？我が国政府は防衛に対する義務を本音で議論

することを避け、与野党の政争の道具として建前の議論しかして来ませんでした。国民の

６０％以上が憲法改正を要望しているにもかかわらず、一向に国のすがた、国家の基本問

題を問う政策論争が聞かれません。 
今こそ、日本はどう行くべきか？国の安全保障を踏まえて国民的合意をもって日本の進

路を決定すべきときでしょう。軍事的役割と非軍事的役割の比重をどうすべきか？平和維

持に軍事的役割を重視するならば、日米軍事協調は必須でありましょう。 
そこで大切なのは日本の「役割」です。ジャーナリズムの鬼神・立花隆氏が、文春’02

年 11月号の「自爆テロリズムの研究」で、「すでに現代のローマになっている米国が”ケー
ザルの剣”を取れば、“われわれのみが地上における唯一の王者だ”と宣言するに等しいこと
になろう。しかし”彼”（悪魔；『カラマーゾフの兄弟』）と一体化して世界征服をはかろう
とした者にろくな未来は無かった」としてブッシュの軍事強行策を牽制しています。また

立花氏は、同文で自爆テロの源流はテレアビブ乱射事件を起こした連合赤軍、更には、3000
人以上の殉国者を出した日本の特攻隊にあると述べています。 
いずれにせよ我々は、中東を始め世界で頻繁に勃発する自爆テロが日本と無縁ではない

ことを再認識し、我が国の安全保障を踏まえた世界平和のための国家戦略を早急に検討す

べきでしょう。先述の佐渡氏の著書における日本の国際貢献、ODA の使い道に対する提
言に再度注意を促したく思います。 
 
―平和への鍵― 
家庭においては、父親の権威と権力が核でしょうが、母親の役割もそれに劣らず重要で

す。教育改革をテーマにした第 33回、34回未来構想例会において、「教育改革において母
親の役割が重要である」、「”夫婦共稼ぎ”以上に重要な役割が女性にはあるのではないか」
との発題者の問いかけに対し賛否両論の意見が出され、その後も白熱した議論が続いてい

ます。 
「子供への母親の無私の愛」、これこそ青少年問題解決の特効薬というのが発題者側の主
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意でありました。 
「味方か？そうでなければテロリストの味方＝敵 と見なす」という風に白黒二分法の米

国は、父親的です。    
対して、極悪人と言われようと腹を痛めた我が子であれば、夫に隠れてでも安否を訪ね

て行かざるを得ないのが母心。今世界は、この母心を求めています。  
さらに、西欧の「敵愛の教え」、東洋の「恨みに徳を以ってする仁の教え」の中に平和の

原点があるのかも知れません。第 2次大戦直後、ユニセフの事務総長は「子供には何の罪
も無い」と主張し、「なぜ敵国であった日本やドイツの子供に援助を送る必要があるか」と

の連合国の反対を押し切って援助をしました。マーシャルプラン、ガリオア・エロアの援

助もキリスト教精神の影響によるところが大きくありました。 
米国追従・言いなりという非難に対し、今後日本は「独自の立場から」世界平和への積

極的貢献策を提言すべき時です。12月 14日の例会における、西原春夫先生の発題「世界
平和への日本の積極的貢献策」に大いに期待します。 
 
―誇りとアイデンティティーの再発見― 
今、日本が見出し、取り戻さなければならないのは、個人の生きる意味、アイデンティ

ティーであり、国の誇りです。国の安全保障問題もその 1つですが、もう 1つは教育問題
です。 
明治以来日本は富国強兵の強兵が脱落したとは言え、国家第一主義を国是としています。

5 半世紀以上も過ぎ、国際化、地球村時代を迎えた今日、よりグローバルな視点から国家
目標を修正すべきです。 
教育目標も「国家」に有意な人材養成から「国際社会」に有意な人材養成に転換すべき

でしょう。 
70年代初頭、東大を頂点とした日本の高等教育の閉塞状況に挑戦した筑波大に続く意欲

が見られず、米国発の日本校も文部省の尊王攘夷政策が癌となって全滅、国連大学も学生

のいない研究連絡機構にトーンダウンし、各省庁の国際的人材養成のための国際大学構想

の夢も次々と予算削減の厚い壁の前に泡と消えてしまいました。これらは一重に、教育に

対する気概の無さを露呈するものでしょう。 
 戦後、”強兵”を削られ富国に専念してきた我が日本、確かに経済大国という国家目標は
果たしました。 
それは「自分だけが生き残って」と戦友に対する負い目を感じながらの、必死に獲得し

た目標でありました。しかし経済的成功だけで尊敬されるでしょうか？ 欧米では富者の

モラルが問われます。下手をすればエコノ 
ミックアニマルと蔑まれ、湾岸戦争で一兆数千億円を援助しながら、クエート政府の感

謝した国々のリストに日本がなかったショックは記憶に新しいものです。 
経済活動と平行して今必要とされるものは、人間としての尊厳・誇りを見出す教育、そ

して文化的活動です。大学が独立法人化し、産学協同の声の盛んな昨今ですが、自然科学

系・工科系が脚光を浴びる割には、人文・社会科学系は益々萎縮している感が否めません。

「武士は食わねど高楊枝」と人文・社会科学系の諸氏の大奮起を促したいものです。そこ

にこそ、西欧文明の発展の蔭で忘れられかけている、東洋的伝統・威厳が復活する可能性
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に期待したいものです。人はパン無しでは生きられませんが、また「パンのみにて生くる

にあらず」で、人は経済的動物であると共に、自己の存在意義を見出さずには生きられな

い文化的動物でもあります。 
個人の誇り、民族の誇りをどこに見出すか―これが日本再生の鍵であり、また大戦で殉国

した無数の英霊の浮かばれる道でもあるでしょう。 
 
―未来へのネットワークを― 
来るべき社会は、権力を振りまわす官僚社会や利潤欲に支えられた企業中心の利益社会

というよりは、各自の善意の志が先立つボランティア社会・シビルソサイエティ、もっと

ゲゼルシャフト・家族的な社会でしょう。  
また、現在巨大メディアはその社会の公器であることを忘れ、自社の温存第一と考え、

時代的遺物と化しつつ 
あります。しかし幸いなことに、IT の到来は、か弱き市民に強力な武器を与えました。

ダビデが巨人ゴリアテを小石で打ち倒したように、小さな一撃でも巨人を倒すことが出来

る時代です。本会もメール・HPだけでなく、BBを通じて無償でフォーラムの様子を公開
しています。志ある、各界第一人者の先生方が、未来へ向けて若者たちにどうしても伝え

残したいという貴重な内容を、ITを通してより多くの方々に発信する事により、よりよい
未来を目指すためのネットワーク造りに努めています。 

ITを平和の武具としてまとい、力を合わせて人類共生共栄社会の到来を現実のものとす
るのは我々の務めではないでしょうか？皆様の忌憚の無いご意見をお待ちしております。 
 平成 16年 11月 14日 早朝、記 未来構想戦略フォーラム、代表 大脇準一郎 拝 
 
＊1 小生のこのレポートに対し、早稲田大学大学院建築学科の 2 人の学生がコメントを寄せてくれました

ので、彼等の了解を得、下記にて皆様にご紹介致します。 

＊2 次回未来構想の例会にご発題くださいます西原先生の御主張を HP 上にリンクしてありますので、次

回参加ご希望の方、興味のある方は是非ご一読ください。また、先生から頂いた最近の随想は後輩の協力

を得て再デジタル化し、さらにインターネットから取り出した西原先生のご主張は、小生が編集して皆様

にご提供致します。 

＊3 次回第 3５回は、当初「中国と如何に向き合うべきか」をテーマにしていました。日中貿易が急速に増

大していく中、尖閣列島、不審潜水艦の航行、靖国問題と難しい対応を迫られている日中関係です。そこ

でもう一人の発題者であられる李鋼哲氏（中国朝鮮族出身、中国共産党エリートコースを歩み、NIRAの

北東アジアのグランドデザインを描く中核的研究者）より、このテーマに関連したご発題を頂きます。長

期的な夢を描きながら、短期的な現実的対応を考えることが重要と思われます。 

＊４ また私事ながら、先日、海外任地からも多数帰国した、全国 NGOリーダーの連絡会議があり、小生

にも再度ボランティアで海外に出かけるよう要請がありました。全て自費なのでどこまでできるか、検討

中ですが、取りあえず、11月末から 12月 10日の間、バハマ・ワシントン DC. に行って、14日の会合に

間に合うよう帰国することを検討しています。ワシントンでは中野有氏を始め、未来構想の米国の仲間と

も会い、本会が米国・韓国・中国を繋ぐ国際的フォーラムに飛翔する機会になることを夢見ています。 

＊5 11月にご発題下さった鈴木博雄先生の当日のレジュメは未来構想の HP上にリンクしておきます。ま

たフォーラムの様子は ADSL の環境のある方はそのままブロードバンドで（無償）見ることが出来ます。



 
6

過去のすべての記録はビデオでの視聴が可能です。ビデオ購入ご希望の方は事務局までお問合せ下さい。 
 

―――――――― 富樫君のコメント ―――――――― 
早大理工学研究科建築学専攻の富樫です。先日の会議で多少なりとも大脇様の心に残る

発言ができたことをうれしく思っております。 
アイデンティティーの問題ですが、「日本ではアイデンティティーを確立することが非常に

困難だ」と発言させていただきましたが、日本におりましても決して不可能ではないと信

じております。香田さんの行動はやはり、リスクを犠牲に一足飛びにアイデンティティー

を得るための安易な道であったと考えるのです。 
 私も大学生であり、まさに今、社会での自分の役割を探し続けておりますが、地道な勉

強によってこれは達成されるものだと信じています。学生である以上、勉強は当たり前で

あると思われるかもしれませんが、学生が勉強をする環境に無いのが日本の大学の現状だ

と思われます。 
 一番の問題は大学での勉強が実践を視野に入れたものではないということだと思われま

す。どれだけ input の量を増やしても、その知識を社会と関連させるための output の方
法が全く教えられないことが問題だと思うのです。結果、自分の価値の意味づけをするこ

とができず、知識量のみが自分の根拠となり、サークル・部活動といった、本来は意見を

対立させ切磋琢磨するための集合が「和して同ぜず」の集合ではなく、ただただ同ずるの

みという集合に成り果ててしまうのだと考えます。 
 それでも、自分の主義主張を貫くために勇気を与えてくれるべき「歴史観」が有ればよ

いのですが、未来構想フォーラムでも議題になりましたように、私どもが受けました教育

は自分達に誇りを持つことを目的とするものではありませんでした。 
 このような状況の中、自分の勉強がいつか社会的に意味のあるものへ育っていくという

希望をもって勉強を続けていくことは非常に困難なのです。多くの者は、どこに続くかも

わからない地道で不安な勉強という道を捨て、同ずることに夢中になります。また、いく

らかの者は迎合しないこと自体に自分の根拠を見つけ、しかし、その代償に勉強という大

学生としての王道をも捨ててしまうのです。たとえ自分のすがるべき根拠は与えられなく

とも、馴れ合いに対して自分を主張し、学生にとっての王道たる地道な勉強を続けていく

ことを私は肯定したいと思います。 
 

―――――――― 藤井君のコメント ―――――――― 
早大理工大学院理工学研究科藤井です。先日は大変、有意義な話を聞く事が出来ました。

教育の問題で感じた事は、 
① 子が悪いのは学校、親が悪い、②親が悪いのは社会が悪い、③学校、社会が悪いのは

国が悪い、とういうような上位者に責任の所在を移行させる強烈な依存関係です。 
鈴木先生のお話にもありましたが、教育を受ける者を含む全ての教育に携わる者が、

被害者でなく当事者意識を持って、同時に教育改革に取り組んで行く必要があります。 
そのため、まず打破すべき事は日本人に強い「依存的体質」ではないかと考えられま

す。そこで「依存的体質」を打破する「独立心・進取の精神」を育む事が必要だと考え

られます。「独立心・進取の精神」を育むにはどんな教育プログラムが必要か？専門家の
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ご意見を聞いてみたいと考える次第です。いつも貴重な経験をさせて頂きありがとうご

ざいます。                                以上 
 

---------------------------------------------------------- 
 
日本日中関係学会・北東アジア講演会――――― 
 中国を中心とした北東アジア地域の近年の動向は、国際世界に大きな インパクトを与

えています。いま、日本はこのアジアの世界史的潮流に どのように対処すればよいかが

問われています。 
 古来より、東アジアと山陰地区は密接なつながりをもっていました。このたび、 日中

関係学会「北東アジアの情勢と日本の役割」を大テーマとした講演会を、山陰の地「本の

学校」にて開催します。多くの方のご参加をお待ちしています。 
 
日  時 ２００４年１２月１１日（土）１８：００～２０：００ 
会  場 本の学校２階多目的ホール 
司  会 川西 重忠（桜美林大学大学院客員教授）「日本海からみた北東アジア」 
基調講演 西原 春夫（国士舘大学理事長・元早稲田大学総長） 

「日本の新しい平和的国家理念」 
講  演 大西 義久（＜財＞金融情報システムセンター理事・前日本銀行人事局長） 

「中国とは何か」 
大脇準一郎（未来構想戦略フォーラム代表・日中学長会議事務局長） 
「東アジアから見た異文化理解と日本」 

主  催 日本日中関係学会 
後  援 鳥取県・米子市・鳥取県国際交流財団・鳥取県経済同友会西部地区 

鳥取県西部稲門会・ほうき国際交流連絡会・本の学校・郁文塾  
 

拝復 

 
本日は思いがけずお目にかかることが出来、大変うれしく存じました。 

志を同じくする方を見つけたという思いです。 

 

未来構想戦略フォーラムという大変に大事な組織を作って活動をしておられる由伺い、敬意を表すると共

に、私ごときもメンバーにお加え頂ければ有難いと存じます。 

日本の社会、特にマスコミはレッテル主義が激しいため、私のような者の言説は非専門家の素人談義と決

めつけて見向きもしません。今こそ「専門家」の盲点にきづかなければならない時ですのに・・・・・。 

 

ご参考までに、最近活字になったもの数点お送りいたします。「新平和国家理念」は近く「時評」の十一月

に掲載される原稿です。 

「戦後日本の忘れ物」はここ数年何カ所かで講演を行ったものの一つで外の人の触れていない観点がいく

つか盛られていることにお気づきと思います。自分で言ったのでは迫力ありませんが、このような所説が世

に出ないことを残念に思っております。 

「四字熟語」には短いながら戦後教育の欠陥が鋭く指摘されているとお思いになりませんか。 

 

最後に「二十一世紀のアジアと日本」は二年前のもので、今書くともう少し変ったものになるのではと考えて
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おります。 というのは、たったこの二年間の内に私も成長したようです。 

平山・松下氏との対談もさることながら、巻末李香蘭の話は気楽にしかしある感銘を持っていただけるかと

存じます。 

 

多忙のため義理を欠くことが嫌なのでメールは公表致しておりません。 

あしからずご了承ください。 

同志発見の喜びに甘えて自画自賛の文章をしたためました。 ご寛怒お願いいたします。 

 

秋冷がはじまりました。くれぐれもご自愛の上、ますますご活躍下さいますことをお祈りいたします。 

                                         早々 

平成十六年十月十六日 

西原春夫 

 

大脇準一郎様 

 
 
12.14、第 35回未来構想フォーラム 

「アジア・世界へ向けて日本の平和構想を語る」 
 
拝啓 年の瀬も迫り、何かとお忙しい毎日をお過ごしのことと存じます。 
さて、元気な日本の再建に取り組んでいる本会は、今回 3年間の総括としてアジア・世
界へ向けての日本の未来構想を検討します。 
最初の発題者、李鋼哲氏は、東アジア 3国の経験をバッググラウンドに NIRA(総合開発

研究機構)で北東アジアのグランドデザインを描くプロジェクトの中心的研究者です。後半
の発題は、長年高等教育の現場にありながら、青少年育成、平和国家日本の再建に献身さ

れている西原春夫先生です。 
今、日本に必要なのは、若者を奮い立たせる夢とロマンのある未来構想です。テロ・核

の脅威、貧困、エイズ等に喘ぐ、深刻な世界の現状を踏まえ、如何に希望溢れる未来を創

造することができるか？ 
日頃、日本の将来に関心をお寄せの皆様、諸団体の皆様とともにご意見を交換したいと

存じます。 
多数の皆様の積極的参加をご期待申し上げております。 

             敬具 
平成 16年 11月吉日 

  未来構想戦略フォーラム  代表世話人  江島 優 
 

記 
 

第一部「アジア・世界へ向けて日本の平和構想を語る」フォーラム 
日 時：平成 16年 12月 14日（火）、午後 6時～8時 30分 
発題１：「東アジア共同体に向けての意識変革―‘五族協和’、‘「中華思想’から新しい
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“アジア人”意識の確立―」 
李鋼哲氏 総合研究開発機構研究員、中国黒竜江大学教授 

発題２：「日本の新たな平和国家戦略を提言する」 
西原春夫氏  早稲田大学元総長 

場 所：港区商工会館研修室（東京産業貿易会館６F）Tel:03-3433－0862 
港区海岸 1-7-8、JR浜松町駅北口、竹芝桟橋方向へ、首都高速ガード下くぐって徒歩 5分, 

 
第二部 忘年会 
日 時：同日午後 8時 50時より 10時 
場 所：同館地下１階、レストラン“ピカール” 
 
主 催：未来構想戦略フォーラム http://www.wmiraiforum.com/ 
協 賛：非営利法人、人づくり NPO、ほか 

会 費：３千円、＊会員・NGO/NPO専従者２千円・学生１千円、定員：５0名、忘年会は別途２千円 

 

申込先：事務局 Tel＆Fax：0422-71-1160、携帯:090-8084-7030（大脇） 
090-9846-4729(麻生)〒181-0002三鷹市牟 6-23-533、e-mail: e-mirai@igtv.net 

 

李鋼哲氏： 
中国朝鮮族生まれ、中央民族大学（哲学）、共産党大学院（政党理論）を学ぶ。中国工運大学

講師、1991 年来日、横浜国大、立教大、大学院にて経済学（修士）、経営学（博士課程修了）。
1996年より、環日本海総合研究機構（現理事）、東アジア総研（現理事）、東京財団などで研究
活動。2,003年より現職。専門：北東アジア経済協力の研究、北朝鮮経済の研究、国際開発金融
の研究。北東アジア各国で研究活動。朝日新聞コラムニスト 

 
西原春夫氏： 
東京生まれ、早大法学部・大学院法学研究科卒、刑法専攻、同大学で教授、法学部長、’82－’90

年、同大学総長、’84－‘92年私立大学連盟副会長、会長、’98年より学校法人国士舘理事長、’93
より（社）青少年育成国民会議会長、‘95－‘98、早大ヨーロッパセンター館長。著書：「21世紀
のアジアと日本」成文堂、「人を生かし国を活かす―いま国士舘の目ざすもの」 成文堂新書 「早
稲田の杜よ,永遠に―わが師・わが友・わが人生」小学館、刑法、独逸・中国刑法関係の著書多
数。 


